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家庭婦人バレーボールに関する一考察
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Summary

ＴｈｉｓｐａｐｅｒｈａｓｔｗｏｐｕｒｐｏｓｅｓＴｈｅfirstistoinvestigatethepresentsituationof

volleyballactivitiesamonghousewives;thesecondistoinvestigatethebackground

andstructureoffamilyandsocietywhichsurroundhousewives,sportsactivities

Theresultsoftheinvestigationareasfollows8

Ａ，Back厚oundandstructureoffamilyandsociｅｌｙ

ＬＯ（thehousewiveswesurveyed，ｔｈｏｓｅｗｈｏａｒｅｉｎｆｉｖｅ－ｍｅｍｂｅｒｆａｍｉｌｉeswere

themostnumerous,comprising34､4％ｏｆｔｈｅｔｏｔａｌ

２．Theoverwhelmingmajority(85.7％)wereintwo-generationfamilies,andafew

wereinthree-generationfamilies、

３．Mostofthemarehighschoolgraduates;afewjuniorcollegeorcollgegradu‐

ａｔｅｓ、

４．５０．７％ofthemhavewageearningjobs,someofwhicharepart-time

５．Ｍａｎｙｏｆｔｈｅｍｕｓｅｄｔｏｄｏｔｒａｃｋａｎｄｆｉｅｌｄａｎｄｓomeusedtoplaysoftballorping

pon９．

６．６５％ofthemhaveexperienceinplayingvolleyballwhileinjuniororseniorhigh

schooL
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７．Ｔｈｅｇｒｏｕｐｗｉｔｈａｈｉｓｔｒｏｙｏｆ５－６ｙｅａｒｓexpenenceinplayingvolleballislarger

thanthegroupwith7-8years、

８．Itwasfoundthanthechildren（74.0％）weremuchmoresupportiveoftheir

mothers，volleyballactivitiesthanthehusbands(580％)were，

Theparents-in-law(466％)wereleastsupportiveofall

９．ＢａｓｅｂａｌｌｗａｓｆｏｕｎｄｔｏｂｅｔｈｅｍｏｓｔｐｏｐuIarsportamongthechildrenandthe
husbands、

１０．Housewiveswhoparticipateinvolleyballactivitiesarealsoactiveintheirdaily
life・Ｍｏｓｔｏｆｔｈｅｍｎｏｔｏｎｌｙｅｎｊｏｙｏｔｈｅｒｋｉｎdsofsportsbutalsotakevarious
opportunitiestocultivatethemselveｓ

ｌｌＷｏｍｅｎｉｎｔｈesouthernandnorthernpartsofOkiｎａｗａｇｅｔｕｐｅａｒｌｙａｎｄｇｏｔｏ
ｂｅｄｅａｒｌｙ・Ｏｎｔｈｅｏｔｈｅｒｈａｎｄ，thoseinNaha,onoffshoreislandsandinthecen‐

tralpartcomparativelygetuplateａｎｄｇｏｔｏｂｅｄｌａｔｅ．

BSportSactivities

LMostofthemsaidtheystartedplayingvolleyballbecausetheylikedit、Ａｆｅｗ
ｓａｉｄｔｈｅｙｓｔａｒｔｅｄｉｔｔｏｋｉｌｌｔｉｍeordivertthemselvesfromloneliness

２．Ａｌｍｏｓｔａｌｌｏ（themhaveexperienceinparticipatinginofficialvolleyballgames、
３．Themainreasonsgivenforplayingvolleyballareasfollows：

１)tomaintaingoodhealth;２)tomakenewfriendsortofindsomeonetotalk

to;３)tokeepphysicalandmentalyouthfullness．

緒 一

目

本論は，このように急成長して来た沖縄県の家

庭婦人バレーボールの実態を分析検討することに

より，家庭婦人バレーボールを取り巻く家庭・社

会的状況を認識すると同時に，活動状況を把握し

併せて今後の課題を得ることを目的とするもので

ある。

経済の高度成長にともなう家庭電化製品の普及，

出産率の低下，あるいは核家族化などにより，主

婦の家事労働が著しく軽減され余暇時間が極度に

増大してきたザ':そして今やこの余暇の増大が，
余裕のある豊かな生活のための，新たな問題を提

起しつつあると言っても過言ではなし軒）

この問題解決の一つとして，昨今スポーツに対

する評価が次第に高まり，家庭婦人のスポーツへ

の参加が著しくなってきている。

東京オリンピック大会での女子バレーボール・

チームの活躍を契機として誕生した家庭婦人バレ

ーボールは，年々その勢いを増し，現在ではコミ

ュニティ・スポーツの代表的競技種目として注目

を浴びるまでになっている苧）

沖縄県でもかっては「家庭婦人スポーツ」・階

返り教室」などが中心的内容であった家庭婦人バ

レーボールも，今日では各地区の選手や指導者を

集めて，質の向上を図るための技術講習会が中心
内容となるまでに進歩発展してい蕊4）

研究方法

１．鯛査対象者及び人員

沖縄県家庭婦人バレーボール連盟に所属するチ

ームを５地区（南部・那覇・中部・北部・離島）

に区分した。

表１調査人員

、ＴＴＴ百T77T了1７０

－１４０－

|南部 那覇 中部 北部 離島 計

配布数 4０ 115 １７０ 3５ 2０ 380

回収数 3０ 9２ 1４７ 2５ 1４ 308

回収率 １％
'75.0

％
8００

％
86.5

％
71.4

％
70.0

％
81.1
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調査人員は南部４０人・那覇１１５人・中部１７０

人・北部３５人・離島２０人，380人の調査を実施，

308人の回収に成功した。なお全体の回収率は

８１．１％である。

結果と考察

1．家庭・社会的状況

家庭・社会的状況については表２～12,図１～

5に示す通りである。

２調査時期

昭和59年９月～昭和59年11月

１）出身地（主たる生育地）

今回調査した全構成員の出身地（主たる生育

地）を分析した結果は表２に示してある。これ

によると那覇市出身者が最も多く，３９人の数字

は全体の１２．７％となり，次いで名護市の２３人

(7.5％）・本部町17人（5.5％)の順となっている。

女子高校バレーボールが比較的盛んな中部地

区の出身者がやや少ない反面，本部町は高数値

を示しているといえよう。

特筆すべきことは，県外の出身者が数地区に

分散して存在し，総勢で18人，５．８％の数字を

記録していることである。

３．調査方法

第10回全九州ママさんバレーボール優勝大会・

沖縄県予戦大会の代表者会議で，調査の主旨・調

査要領を説明し，アンケート用紙を配って大会当

日に回収する方法を採った。又離島地区で代表者

会議に出席できなかったチームには，大会当日に

調査用紙を配り，後日郵送による回収を試みた。

表２出身地（主たる生育地）
(単位：人）

－１４１－

南那
部岡 |：

北
部 鰻’

島
計

与那国町
(八Ⅲ山〕

0 0 0 0 １

石垣市
(八重山）

0 ２ ０ 0 ３

鹿児島県 ０ ００１ ２

熊本県 ０ ３０ ０ ０ ３

福岡県 １１ 0 0 ３

広島県 0 0 ０ ０

大阪府’0 0 0 ２

岡山県 0 0 １１００ １

埼玉県 0 ００ 0

石川県 ０ １ 0 0 ０

【１１形県 ’１０ ０ ０ 0

新潟県ｉＯ ０ 0 0

秋田県 ０ ０ Ｏ’０

北海道 0 １ 0 0 ０

照記入 ２ 1２７０ ２ ２３

瞬奨
沖紐市

南
lW1

０

那 中 北離

綱部部｜島

1１３ ０

計

０１４

具志川市 0 0 ６ 0 0 ６

与那城村 0 ３ ５

・
０

0 ８

勝連町’0 ２ 0０ ３

島手納町

読谷

0 ０

１０ ÷|÷’
０

0 10

石川市 0 0４１ ０ ５

恩納村 ０ 0３ ０ ０ ３

金武町 ０ 0 ０ ２ ０ ２

名護市 ０ ２ ８ 1３ ０ 2３

本部日「 ０ ３ ９ ５ 0 1７

今帰仁村 ０１ ７１ 0 ９

伊江村 ０ ０ 0 ２

大宜味村 0 ２ ２ 0 0 ４

東材 ０ 0 ２００ ２

国頭村 ４ ｡ 0 ０ 1０

下地町
(官六） 0 ０１ ０ ４ ５

伊良部町
(官古）

0 ０ 0 ０

上野村
(官TtT） ０ ３ ０１

｜
、

城辺町
(官吉）

0 ２ ０ ４

平良市
(官古）

0３ 0 ０ ０１１３
竹富町
(八菰【、）

０３ 0 0 ４

糸満市

南
部

４

那
鯛

１

[１，
部

北離
部
－－
－￣

０－１

島

０

計

６

東風平町 ４ ２ ０ 0 0 ６

南風原町 １２１ ０ 0 ４

大里村 ２ ０２ ０ 0 ４

佐敬町 0 ２ 0０ ３

知念村 0 00 '２

豊見城村 ３ ０ １０ ０ ４

与那原町 ３０ ２ ０ 0 ５

北大東村 ０ 0 0 ０

南大梁村 ０ 0 ０ 0

具志Ⅱ|村
(久米島）

0 0 ００

中里村
(久米島）

２ ００ ５ ８

伊是名村 00 ２ 0 0 ２

伊平曝村 0 ０ ２ ０ 0 ２

座間味村 0 ０ ００

那靭市 １２８ ８２ ０ 3９

ilIi添市 ０ ２ ７ 0 0 ９

宜野湾市 ０ 0110 ０ 0 1０

西原町 ２ ０ ０ ０ ３

中城村 1 ２０１０ ４

北中城村'’0 ０ ０ 0

北谷町 ０ ０６ 0 0 ６
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２）家族構成

家族構成を地区別に概観してみると，南部で

は４人～５人家族が最も多く，次いで６人・３

人の順となっている。那覇では４人・５人・６

人の家族構成が目立つ。中部では５人・４人.

６人の順で，北部で５人・６人家族が比較的多

く，離島では４人家族が大勢を占めている。

全体では，５人家族（34.4％)が最も多く，

次いで４人（２５．６％）・６人（２０．５％)の順と

なっている。９人家族も那覇・中部・北部にｌ

例ずつある。

家族構成表３
(単位

幻斥

ＰＴＬ ■■■■■■￣…韓=＝＝
匝四■■■■回■■■■￣
￣■■皿■回画面画一一
回囮■■■■■■面面画逼面回一
回Ⅲ■■■■面面回面「￣-
mm■■■■回ロ画面Ｉ

家族の構成員数は年々減少し，核家族化は一

般的状況となっている苧)子供の生活は大人と
の関わりの中で敏感に受容し反映されるもので

ある。遊びやスポーツも例外ではない。スポー

ツ活動も含めた子供の生活は主として家庭・学

校・地域という３つの場面で展開されていると

考えられる。そして各場面で子供は大人と直接

的・間接的に作用しあって生きている。すなわ

ち子供は一面において，これら大人との関わり

の中で社会化されていくと考えることができる。

従って子供の健全な成長を願うとき，家族構成

表４世代別家族構成

'よ無視することの出来な

いるといえよう。

い大事な要素を担って

３）世代別家族樹成一

世代別家族構成は二世代家族が全体の85.7％

で圧倒的に多く，いわゆる核家族化の居住形態

となっている。一方三世代同居は12.3％の低数

値を示しているに過ぎない。

地区別では，北部・離島に三世代同居が多く，

次いで南部の順となっており，那覇は最も少な

い。

(単位：％）

２１４

日本の老人のうち約半数が現在でも子供夫婦老人世帯の息子夫婦のすまい方の理想として
と一緒に同居世帯を営んでいるといわれている＃１:6）「ｽｰﾌﾟのさめない距離に双方が分かれて住む
が，今回の調査では二世代家族が三世代家族を方がよい｣'１といわれている。今回の回答者の中
圧倒しており，それを確認することは出来なかにも，このような居住形態を取っている家族も
った。多いのではなかろうか。

－１４２－

1 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10以上 無記入 計

南部 ０ １ ３ ８ ８ ６ ２ ２ 0 0 ０ 3０

那覇 ０ ３ ６ ３１ 2８ 1６ ２ ４ １ 0 １ 9２

中部 ０ ４ 1１ 3４ 5８ 3２ ５ ２ １ ０ ０ 1４７

北部 ０ ０ ２ ２ ９ ７ ３ １ １ 0 ０ 2５

離島 ０ ０ ２ ４ ３ ２ １ ２ ０ 0 0 1４

j圃置～1些１１ 単独 夫婦 二世代 三世代 四世代 無 記入

南部 ０ ０ 86.7 13.3 0 ０

那覇 ０ ２２ 88.0 ８７ ０ １１

中部 ０ 1.4 87.1 1１６ ０ ０

北部 ０ 0 72.0 24.0 4.0 ０

離島 0 0 78.6 21.4 ０ 0

全体 ０ 1３ 85.7 12.3 0.3 0.3
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少なくとも，老人同居の世帯で，老人の果た

し得る役割りも無視出来ないものがあろう。核

家族化現象の進む中で，あらためて老人同居の

再評価を試みることは意義あることではなかろ

うか。

４）学歴

表５学歴
(単位：％）

６

２１７６２０１１

２１８９ロ

２４０５２０口

７１７８６ FＥ
￣回Ⅲ
￣…m

ＩＯ

構成員の学歴は表５に示した。これによると，

高校卒業者が最も多く，どの地区でも共通して

高い数値を占めている。高校の次には中学卒業

者が比較的多い。三位群に南部で短大・大学・

専門学校が6.7％の同率となっている。一方那

覇では専門学校（9.8％）・大学（3.3％)の順

で三位・四位群を形成している。中部では大学

・専門学校，北部で専門学校がそれぞれ優位を

占め，離島では高校に次いで中学・短大・大学

が７．１％で二位群となっている。

全体では高校卒業者６１４％，中学卒業者２０．５

％，三位群には専門学校（8.1％）・大学（５２

％）の順で，短大・その他と続いている。

学歴とバレーボールの競技者人口，技術面に

おける優劣等との因果関係は認められないよう

に思われる。

北部・離島で目につくのは，前記３地区にみ

られない「共働き」の高率であろう。特に離島

では６４．３％の人が「共働き」の回答をしており，

パートを含めると80％近くの人が働いているこ

とになる。

全体では「共働き」３５．４％．「専業主婦」３４．１

％で，パートを含めたいわゆる給与労働者は，

全体の５０．７％を占めている。

昔は女性は家庭にあって家を守り，子供を生

み，育てる，いわゆる良妻賢母型が理想とされ

た。しかし今日の世界においては女性の社会的

意味や，その占める位置が大きく認められつつ

あり，かってなおざりにされていた女性の体育

・スポーツも世界的規模のものになりつつある

といえよう堵7）

各国において女性の視野が拡張され，働く女

性の数が急増し，女性の社会的地位が向上する

に従って女性のスポーツが大きく変容してきた

ことを示唆している。

５）職業

地区別に家庭婦人の職業の内訳を分析した結

果「専業主婦」は南部が最も多く，全体の43.3

％，那覇・中部でも３４％台の数値を示している。

「共働き」は，上記３地区でほぼ同様の31.5

％～３３．３％となっている。

「パート労働」についても中部の17.7％と那

覇15.2％が他地区に比べてやや高い比率といえ

る。

－１４３－

中学 高校 短大 大学 専門学校 その他 無記入

南部 13.3 66.7 6.7 6.7 6.7 ０ ０

那覇 21.7 62.0 1.1 3.3 9.8 1.1 １１

中部 ２１．８ 59.9 3.4 6.1 6.1 0.7 ２０

北部 24.0 52.0 ０ 4.0 20.0 ０ ０

離島 7.1 7８６ 7.1 7.1 ０ 0 ０

全体 20.5 ６１４ 2.9 5.2 8.1 0.6 1３
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ＱＤＣＤ

ｊ
０
弱
０
く
Ｉ 鑿

'''''''二

iii
9０

8０

薑薑
7０

6０ 濠
Ｎ
、5０

4０

3０

2０

婦

ＺＺ10

0 南
部

那
綱

中
部 北

部

離
島

図１職業の内訳

６）過去に経験したスポーツ

過去に経験したスポーツは陸上競技が圧倒的

に多く，ソフトボール・卓球・ジョギング等も

優位な「経験種目」となっている。

表６過去に経験したスポーツの有無

「現在でも実施している種目」で特に著しい

のはジョギングで，次いでバドミントン・ソフ

トボール・テニス等を指摘している人も多い。

(単位：人）

4０

ＪｌｒL】

駅手は現在も奥施

－１４４－

③⑦

三重ii面ニラiiiii戸可
無記人

~’
パート

可
共働き

可
専業主

Ｔ（）の中の数字は現在も実施している人数を示す。

ｒ
そ
の
他
ｒ
内
職
】
一
』
』
』
『
｜
』
ロ

RRRjp

蕊
、

口■■■

、 鑿

、
、

■■

鑿
■■ ■■

／
:ｾﾞﾐ:！

①

ど詞フど詞フ

￣

■■
:ｾﾞﾐ:！

①

■■
:ｾﾞﾐ:！
／

①

、
〆
／

、

;ｆ

／
／

～

’

陸上競技 テニスバドミントン
バスケット｜
ポール’

卓球 ソフトボール 水泳 弓道幡伎 ジョギンク その他|無記入 :＋

南部 1８ ４ ４ ８７ ９

Ｐ
。

0 0 ９
(1)

６ 7１

那珊 4０ 1５
１３】

1９
(2)

2５ 2７
(1)

1７ 1８
１１）

0 ２ ２４ １ 1４ 2０２

中部 7８
１４）

2８
(1)

3１
(1)

３１ 4５ 5０１８１１６１０ ２ ［３３(3) ７ 2５ 346

北部 ８
(１）

２ ２４ ３ 10 ０ ７
(6)

０ ７ 3５

離脇 ６
(1)

２ ３
(2)

３ ３ ８ 0 0 ５
(1)

0 0 3１

全体

０’
０
１

5１ ５８ 6９ ８６ 8７ ４１ ０ ４ 7８ ９５２ 685
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ここ10年ほどの間に，スポーツに参加する女

性の数は男性の伸び率を遥かに上回っていると

いわれているWj）３０代後半から40代にかけて
の女性の参加も目立つようになった。

子供に手がかからなくなったという母親役割

りからの－部開放，電化・核家族化による絶対

仕事量の減少がその主な理由と考えられる。女

性スポーツの発展，スポーツ人口の拡大にとっ

て好ましい現象であるといえよう。

代が次位となっている。しかし離島は青年期の

方が高校時代を上回った数字となっている。興

味深いのは，青年期のバレーボール経験者は都

市地区の那鯛・中部で比較的少なく，離島・北

部・南部では逆に多くなっていることである。

過去においてバレーボールを経験していない

地区は北部が最も高く２３．２％，以下離島（２２２

％）・那鯛（２０．５％）の順となり，南部は過去

のバレーボール経験者が最も多い地区にあげら

れる。

過去のバレーボール経験の有無・経験の時期

・試合における成績との因果関係については，

今回の調査では究明することが出来なかった。

今後の課題としたい。

全体でも中学・高校での経験者が最も多く，

約６５％がこの時期にバレーボールを体験してい

７）過去におけるバレーボール経験の有無とそ

の時期

バレーボール経験の有無については図２の示

す通りである。

過去においてバレーボールを経験したのは各

地区共通して中学時代が高数値を示し，高校時

紛
加

く
１ Ｉ

験なし
QOD9０

の他8０

年期

7０

汰蘂(鍵!！
6０

校

5０

4０

3０

学

2０

10

０ 南
部

中
研

離
凪

那
剛

北
部

全
体

図２バレーボール経験の有無とその時期
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／
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る。経験なしは１７．５％，青年期の経験は１１．２

％，以下その他・短大・大学の順となっている。

家庭婦人バレーボールのクラブ員の殆んどが，

若い頃，特に学校生活時代にバレーボールやそ

の他の運動の楽しさ.面白さを体験したもので

占められているといえる。

上まで数値が分散し，５年～６年（18.4％）．

７年～８年（16.3％）あたりに比較的高い回答

がある。

北部では13年～14年が全体の２４０％を示し，

７年～８年にも20.0％の高い数字がみられ，い

わゆるバレーボールのベテランが多い地区とい

える。

離島は19年以上に14.3％の回答があるが，９

年～14年の間には回答がみられない。一方１年

～６年には７１．４％の数値を示し，全体的には比

較的バレーボール歴の浅い構成員で占められて

いる。

全体では５年～６年経験者が最も多く，次い

で７年～８年・１年～２年・９年～10年の順と

なっている。

８）バレーボール歴

バレーボール歴は南部で５年～６年・１年～

２年・７年～８年経験者が多く，１年未満は少

ない。

那網では５年～６年が全体の26.1％，次いで

９年～10年（１６．３％）・１年～２年（１６．３％）

の順である。

中部では１年未満からバレーボール歴19年以

表７バレーボール歴
(単位：％）

５．４１．１

３．４２７

９）家族の対応

表８及び図３はバレーボールを始めて，家族

の対応がどう変化したかについて分析した結果
である。

のＸＴＨＦ

’
1４６

表８バレーボール実施と家族の対応の変化
(単位：人）

１年

未満

１～

２年

３～

４年

５～

６年

７～

８年

９～

10年

11～

12年

１３～

14年

１５～

16年

１７～

18年

19年
以上

無記入

南部 1３．３ 20.0 10.0 20.0 1６．７ 6.7 0 ０ 0 6.7 6.7 ０

那覇 5.4 1６．３ 10.9 26.1 1２０ 16.3 2.2 3.3 5.4 1.1 1.1 ０

中部 2.0 1３．６ 12.9 1８．４ 16.3 15.6 3.4 2.7 4.8 1.4 6.8 2.0

北部 ０ 4.0 12.0 16.0 20.0 1２０ ４０ 24.0 4.0 ０ 4.0 ０

離島 ２１．４ 1４３ 1４３ ２１．４ 7.1 ０ 0 0 7.1 ０ 1４３ ０

全体 4.9 14.3 12.0 20.8 1４．９ 14.0 ２６ 4.2 4.5 1.6 5.2 1.0

親

協力的
になった

非協力的
になった

変化
なし

夫

協力的
になった

非協力的
になった

変化
なし

子供

協力的
になった

非協力的
になった

変化
なし

無記入

南部 ０ ０ ４ 1３ １ 1２ 2２ ０ ６ ２

那覇 ３ ０ ４ ５１ ２ 3２ 6５ １ ２１ １

中部 1０ ０ ６ 7９ １ 6０ 9６ １ 3７ ０

北部 ３ ０ ２ 1５ 0 ７ 1７ 0 ５ ２

離島 １ 0 ２ ８ １ ４ 1０ ０ ３ ０
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家族の中で最も協力的に変化したのは子供で，

74.0％の高数値がそれを証明している。

全体的な傾向としては，子供・夫・親の支持

を得て，気持の良い雰囲気の中でバレーボール

に集中して練習出来る家庭環境を持っていると

思われる。

親の態度では，４８．６％が協力的になり，５１．４

％が変わらない，と答えている。非協力的にな

ったという回答はゼロである。

夫の協力は５８．０％が「ある」と答え，４０．２％

は変わらない，１．７％は非協力的になったと答

えている。

親

夫

子供

平均

１０２０３０４０５０６０７０８０９０

ZzZzZl協力約になった 鰯翻変わらない

｢~￣]非協力…つた

ｊ

㈹
畷

１

図３バレーボール実施と家族の対応の変化（全体）

よう゜

多くの生理学者がスポーツの効用として，思

考力．集中力．記憶力の高揚を指摘してい鑑,）
さらに積極的な効果を主張する人は「ものごと

をきっちり計画的に実行出来るようになる｣2）
と説いている。

生涯体育を考えるとき，今後はこれまで以上

に家族全員で実践出来，楽しむことの出来る新

スポーツの開発に努力すべき時代を迎えつつあ

るといえるのではないだろうか。

１０）家族が現在やっているスポーツ

「子供と夫がバレーボールを実施している」

の回答が比較的多い。母親や父親のスポーツ実

践が子供に好影響を与えている現象といえよう。

夫や子供が実施しているスポーツで最も多い

のは野球で，どの地区でも高率の回答となって

いる。その他夫のスポーツでは，ジョギングや

ゴルフが目立つ。

同居家族の母親・父親のスポーツ実践者は極

めて少ないが，ジョギングやゲートポールがそ

の中では比較的支持されているスポーツといえ

－１４７－
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表９家族が現在やっているスポーツ
(単位：人）

回
回
■
■
回
■
回
国

回
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
回

国
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

囿
回
回
回
■
■
■
■
■
■
回
■
■
■
囹

囹
■
■
■
■
回
■
■

L１■
■
■
■
■

■
回
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

回
ロ
ロ
國
回
回
■
■
■
■
回
国
囹
國

■
■
回
■
回
■
■
■
■
■
回
四
国
ロ

ロ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
固
■
回
■

■
ロ
ロ
回
国
回
■

［ⅢＨ弓ⅡⅡ、［ⅡＨ［Ｈ凹昌Ⅵ例「１２’１０１「「Ⅱ‐ ！
１１）日常生活でやっていること

表10はバレーボール以外に，日常生活でやっ

ていることについての分析結果である。

スポーツの実践者は，同時に多くの趣味や活

動にも積極的であることがわかる。家事・育児

と多忙な「ママさん」は親戚づきあい．近所づ

きあい・友達づきあいも頻繁で，ピクニック・

ショッピングにも意欲的といえよう。

書道・絵画・陶芸・読書に凝ったり，社会奉

仕活動に参加するなど，スポーツ・ママは積極

ママでもあることがわかる。

日本人の余暇活動の大部分は見るレジャーで，

わけてもテレビの視聴時間が最も高liilnO1といわ
れている。余暇の実態は「テレビ寝」（テレビ

を寝ころんでみる）が主であるように，余暇が

あっても惰性的な生活に流される傾向がある。

スポーツや趣味・健全なレクリエーション活

動などによって，健康や教養の向上を図ろうと

する家庭の主婦にとって，バレーボールは価値

ある存在となっていると考えられる。

－１４８－

南部

父 母 夫

子
供

那覇

父 母 夫

子
供

中部

父 母 夫

子
供

北部

父 母 夫
子
供

離島

父 母 夫

子
供

陸上競技 0 0 0 ２ ０ 0 １ ７ ０ 0 ６ 1２ 0 ０ １ ９ １ 0 ２ １

ア ニス ０ ０ １ ２ ０ 0 ２ 10 0 ０ １ ９ ０ 0 0 ４ ０ ０ 0 0

バドミントン 0 ０ ０ ２ ０ 0 ２ ５ ０ ０ ２ ４ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 0 0

バスケットボール 0 ０ 0 ４ 0 0 １ ９ 0 0 １ 2０ 0 0 0 ２ ０ 0 １ １

バレーボール ０ 0 ２ ９ 0 ０ 1４ 2４ ０ 0 1７ 3４ ０ ０ ５ ９ ０ ０ ３ ２

卓球 0 ０ ０ ０ ０ ０ 1 ３ ０ 0 １ ５ ０ 0 ２ ２ ０ ０ ０ ０

ソフトボール ０ ０ 0 0 0 ０ ２ ４ ０ ０ ８ ９ 0 ０ 0 ０ １ ０ ０ ０

水泳 0 0 1 １ ０ ０ ２ 1１ ０ ０ １ ９ ０ ０ 0 ０ ０ ０ 0 ０

弓道 ０ 0 0 0 ０ ０ ０ 0 0 ０ ０ 0 ０ 0 ０ ０ ０ ０ 0 0

格技 ０ 0 ０ ２ ０ ０ ４ ９ ０ ０ ４ ９ 0 ０ ２ １ ０ ０ ０ ０

ジョギンク
＄

0 1 ３ １ １ ０ ５ １ ２ １ 1３ ５ ０ 0 ４ ２ １ ０ １ ２

野球 0 ０ ８ ８ ０ ０ 1１ 2３ ０ ０ 1２ 2５ ０ ０ ４ ７ ０ 0 ５ ４

その他 １ ０ ０ ４ ０ ２ 1６ ８ ２ ０ 1５ 1３ 0 0 0 0 １ １ １ 0

全体 １ １ １５ 3５ １ ２ 6１ 114 ４ １ 8１ 154 ０ ０ 1８ 3６ ４ １ 1３ 1０

実施者なし ５ 1７ ３１ ２ ３
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表１０バレーボール以外に日常やっていること

［
人）

四
四

四
囹

囿
回
■
■
■
■
■
■
回
■
回
■
■
■
回
■
■
■

闇
ロ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

朋
叩
即
叩
四
ｍ
服
叩
砠
四
叩
囮
四
四
四
回
蛆
Ⅷ
回
■ １ １

’４’４．

８１
扇

１２）ディナー・サービスの利用

ディナー・サービスは夕食の材料を注文で定

期的に取り寄せ，夕食準備の簡素化と栄養配分

の合理化をねらいとしたシステムである。

表11,図４の示す通り，各地区でのディナー

・サービスの利用は「全くない」が圧倒的であ

(単位：％）表１１ディナー・サービスの利用

149

南
部

那
覇

中
部

北
部

離
島

計

ジョギング ６ 1０ 1５ 1０ ５ 4６

テニス ２ ５ ４ １ ０ 1２

水泳 １ 1０ ４ ０ １ 1６

散歩 ２ ４ ７ ０ 1 1４

体操 (罫辨浅チ
２ ８ 1６ １ ４ 3１

踊り・ダンス等 ４ 1９ 3６ ７ ０ 6６

三味線・古典民謡 ０ ３ ８ ２ ０ 1３

園芸・家庭菜園 ８ 2４ 3９ ３ ２ 7６

料理・ケーキづくり ９ 1７ 2１ ３ ０ 5０

編物.ぬいもの 1４ 2６ 4３ ５ ３ 9１

その他の趣味・けい
こごと

１ ８ 2０ 1 １ 3１

ピク
パー

ニッ

ティ
ク・ビーチ

1２ 1８ 3５ ８ 1 7４

県内・外の旅行 ９ 1６ 2３ ４ ０ 5２

外食・シ ヨツ ビング 1１ 3９ 5８ ６ ２ 1１６

映画・しぱいの鑑賞 ６ ８ 1０ １ ０ 2５

スポーツの観戦 1５ 3２ 6２ ６ ７ 1２２

パチンコ・マージャン ０ １ ０ 0 ０ １

南
部

那
覇

中
部

北
部

離
島 計

ラジオ・テレビ 2４ 4２ 6６ ６ ３ 1４１

その他のレジャー 0 ２ ２ 0 ０ ４

書道・絵画・陶芸 ２ ６ 1２ ４ ０ 2４

お茶・生花 ２ 1５ ９ ２ 0 2８

音楽・美術鑑賞 １ ７ 1２ ３ 0 ２３

小説・詩・俳句づくり ０ １ ３ ０ 0 ４

読書 1５ 2６ 3７ ４ ２ 8４

調査研究 ０ ０ ０ ０ ０ 0

その他教養に関する
こと

１ ３ ８ 1 ０ 1３

社会奉仕活動 1 1１ 1８ １ 0 3１

外での仕事（定職） 1０ 2８ 4９ 1１ ５ 103

家事 2２ 5６ 9６ 1５ ４ 1９３

育児 1５ 3１ 5５ ９ ３ 1１３

親戚.近所づきあい ２１ 4６ 8１ 1１ ３ 1６２

友達づきあい 1９ 4７ 8８ 1５ ４ 1７３

無 記入 0 ９ ９ ２ １ ２１

応~rl里竺宣舞 週５回以上 週３～４回 週ｌ～２回 全くない 無 記入

南部 0 0 6.7 83.3 1００

那覇 1.1 6.5 5.4 76.1 1０．９

中部 0.7 2.0 4,1 82.3 10.9

北部 ０ 0 16.0 64.0 2００

離島 ０ ０ 7１ 7８６ 14.3

全体 0.6 2.9 5.8 78.9 lＬ７
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調査前に予想した数字をはるかに下回った利

用者数となっている。その主とした原因が，デ

ィナー・サービスの普及・定着が未開発のせい

か，あるいはスポーツを実践している家庭婦人

の生活観念に由来するものか，今回の調査で結

論するには至らなかった。今後の研究課題とし
たい。

ｊ
０

％
２

Ｉ

８
６
４
２
０
８
６
４
２

１
１
１
１
１

(16.0％）

］影

八
１３）起床・就床・睡眠時間

表12によれば，南部・北部では朝が早く，就

床時刻も早い。一方那覇・離島・中部では比較

的朝が遅く，就床時間も遅いいわゆる宵型の生

活形態となっている。

図５は全体の睡眠・起床・就床時間を円グラ

フに表わしたもので，この図によると睡眠時間

は約７時間が全体の４７．６％で最も多く，南部を

除く各地区でトップをなしている。以下６時間

３３．３％，約８時間は１７．７％の回答である。

起床時刻については６時前後の起床が最も多

く，次いで７時，５時前後の起床となっている。

就床時刻については，１１時前後の就床が最高

率で４９．７％を示し,12時前後の３５．７％がその次

に位置している。

平均（9.4％）

、／
）

南
部

那
覇

中
部

北
部

離
島

図４ディナー・サービスの利用（全体）

る。地区別の利用では北部（16.0％）が最も多

く，次いで那覇（13.0％）・離島（7.1％)の順

となっている。

表１２ 起床・就床・睡眠時間 (単位：％）

‐
１
１
｜

無
記
入
－

１
１
１

1５０

起床時

５時
前後

６時
前後

７時
前後

８時
前後

９時
前後

就床時

９時
前後

10時
前後

11時
前後

12時
前後

1時
前後

睡眠時間

|蕊
約
7.0

約
8.0

約
９０

無
記
入

南部 1０．３ 69.0 20.7 ０ ０ ０ 10.3 4１４ 379 1０．３ 4８３ 41.4 1０３ 0 3.4

那覇 ８９ 47.8 42.2 １１ 0 ０ 4.4 55.6 31.1 8.9 30.0 47.8 2１１ 1.1 2.2

中部 5.1 63.5 29.2 0.7 １５ 0.7 6.6 460 3８０ ８８ 35.0 46.0 1８．２ 0.7 7.3

北部 ０ 88.0 12.0 0 ０ ０ 4.0 64.0 32.0 ０ 28.0 60.0 1２０ ０ ０

離島 ０ 61.5 30.8 0 7.7 ０ 1５．４ 38.5 462 ０ 15.4 53.8 1５．４ 15.4 7.7

全体 6.1 61.2 3１０ 0.7 1， 0３ 6.5 49.7 35.7 7.8 33.3 47.6 17.7 1.4 4.5
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:蝋８時前後

（0.7％）
９時前後
(0.3影）

約９.o
n

(1.4％）

５時前後

(6.1％）

起床
10時前後

(6.5％〃

10時前後

(6.5％〃

10時前後

(6.5％〃

1時前後

(7.8％）

1時前後

7.8％）(7． ）

就床

７時前後

(3'､0％)ノ

睡眠
「約８．０

(17.7％）

「約

(17.7

約８．０
．７％）

約6.0、
、（33.3％）

約6.0、
、（33.3％）

.0％）
(1７

12時前後

(35.7％）

12時前後

(35.7％）

12時前後

(35.7％）

］1時前後

(49.7影)｣約7.0

(47.6％）

約7.0

(47.6％）

６時前後

(61.2％）

図５起床・就床・睡眠時間（全体）

睡眠は何物をもってしても代用することはで

きない。必要な睡眠量は年齢・性・季節・個人

差・疲労度・環境などによって一定ではないが，

一般にスポーツ人は８．０時間～9.0時間を必要

とするといわれているiiIill'今回の調査結果では，
この理想とする睡眠時間に比べるとやや少ない

といえる。

が好きだから」の回答が各地区共通して高数値

となっている。これは全体平均でも27.8％で最

高を示している。

地区別では南部で「健康と美容のため｣(30.4

％)，次に「バレーボールが好きだから」．「交

際・友達づくり」等が主な動機となっている。

全体の傾向でも，上記３項目が一位～三位群

を形成し，次いで「バレーボールの経験がある

から」と続いている。

一方「子供への手本」を期待する回答は比較

的少なく６．６％，「ひまつぶし」・「さびしいの

で」はそれぞれ0.6％．ｑ９％と極めて低い回

答率となっている。

2．活動状況

表13～16,および図６はバレーボール活動につ

いて調査した結果である。

1）バレーボールを始めた動機

バレーボールを始めた動機は「バレーボール

1５１
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表１３バレーボールを始めた動機
(単位：％）

ビ
２）公式競技参加の有無

公式競技の参加は，各地区共に「有る」が圧

倒的に多いといえる。全体でも91.9％となって

おり，各地区共に全員の試合参加を最大の目標

に練習していることがわかる。

「無い」の全体平均は６．８％となっているが，

将来はこの数字がますます小さくなっていくこ

とを期待したい。「ママさんバレー」の初期の

ねらいも「みんながレギュラー」にあったので

はなかろうか。

スポーツというとすぐにオリンピックや厳し

いトレーニングを思い浮かべる人が多いかと思

うが，現代社会では他人との闘争よりも，自分

自身の充実の度合いや，その管理の方が大きな

意味を持っているといわれているilil2)スポーツ

の試合に勝つことよりも，スポーツをやって良

かったと感じ，またそれを通して健康管理も出

来るということが「ママさんバレー」の最大の

誇りであり第一の基本理念とすべきではなかろ

うか。

1.9

南
部

那
綱

中
部

北
部

離
島

図６公式競技参加の有無

－１５２－

項~、一｣ｌＬＥ 南部 那覇 中部 北部 離島 計

ひまつぶし 0 1.0 0.4 0 2.1 ０．６

さびしいので 1.1 １４ 0.8 ０ 0 0.9

健康と美容のため 30.4 25.8 26.9 29.3 23.4 26.9

交際・友達づくり 21.7 23.1 21.7 2２０ 17.0 21.9

好きだから 28.3 28.1 27.6 29.3 25.5 27.8

誘われてなんとなく １１ 4.4 ４４ ２４ 6.4 4.0

子供への手本 8.7 6.8 6.9 3.7 4.3 ６６

バレーの経験が過去にあるから 6.5 6.4 8.8 1３．４ 12.8 8.4

スポーツの経験（バレー以外の）が
あるから

2.2 ２７ 2.1 ０ 6.4 ２３

その他 0 ０３ ０４ ０ 2.1 0.4

無 記入 0 0 0 0 ０ 0
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３）バレーボール競技の意義およびその特質

表１４バレーボール競技の意義
(単位：人）

バレーボール競技の価値や意義をどこにおい

て日頃の練習や試合に臨んでいるのかについて

調査した結果，各地区で図らずも全く同様の

結果が出た。すなわち「参加すること」に最も

多くの回答が集中し，「フェアーな精神」は第

二位，「勝負」は最少の回答となった。勝利至

上主義の昨今のスポーツ界の中では特筆すべき

現象といえるのではなかろうか。

表１５バレーボール競技の特質 (単位：％）

１１３ １１８ １４４

２１０

０４ １１７ １０ 10

１．０

またバレーボールをやって何が特に良かった

かという質問には，南部から離島までの５地区

において回答がほぼ一致している。すなわち「健

康の保持増進によい」・「友達や話し相手が出

来る」・「心身の若さを保つのによい」・「バ

レーボールは楽しく生きがいを感じる」等が高

数値を示している。

￣方「子供達への感化」（6.9％）や「家族関

係に良い」（5.8％）には回答が少ない。

バレーボールの練習を継続することで，「計

画性のある充実した生活が期待出来る」にも南

部．離島で二桁台の支持が得られ,全体でも９４

1５３

‐

勝負

１位 ２位 ３位

参加

１位 ２位 ３位

｜フェアー精神
１位 ２位 ３位

無記入

南部 ２ 1 2２ 2７ ２ １ 1 2２ ２ ０

那綱 1４ 1７ ４３ 7３ ７ ７ ４ ４７ ２１ ２

中部 1２ 3４ 7１ 1１６ 1４ ８ 1７ 6４ 3３ ２

北部 １ ２ 1８ 2２ ０ 1 １ 1９ ２ １

離島 ３ １ ５ ７ ５ ０ ０ ５ ６ ０

全体
3２ 5５ 1５９

246（３１．３％）

245 2８ 1７

290（３６．９％）

2３ 1５７ 6４

244（３１．１％）

５

５(0.6％）

漬司ﾖｰｰiｌＬ－２ 南部 那鯛 中部 北部 離島 計

バレーが楽しく 生きがいを感じる 1１．３ 1２９ 1５．７ 17.8 11.8 1４．４

健康の保持・増進によい 24.3 1９７ 21.0 18.8 15.7 2ｑ５

友達・話し相手ができる 1８．３ 1５．７ 16.4 14.9 １５．７ 16.2

責任感・協調精神が培われる 1０．４ 117 10.0 ８９ 1５．７ 1０．７

家族関係に良い 3.5 8.0 5.0 5.9 3.9 5.8

心身の若さを保つのによい 1６５ 15.7 14.2 16.8 17.6 15.2

子供達への感化期待 5.2 6.2 7.8 5.9 5.9 6.9

計画性のある充実した生活が出来る 1０．４ 8.5 9.3 9.9 13.7 9.4

その他 0 1.5 0.5 0 ０ 0.7

無記入 0 0.2 ０ 1.0 ０ 0.2
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％となっている。

ともあれバレーボールの練習は予想以上の波

及効果を生み，家庭婦人の生活に良い影響を与

えているように思われる。

にあげていることは，「バレーボールと家庭の

行事がかちあいがち」である。次に「一家団ら

んの機会が少ない」・「家事・育児がおろそか

になりがち」などが少率ながら主な項目となっ

ている。

体育・スポーツの実現にはどうしても避けら

れない現象で，過度の状況でない限り，やむを

得ないのではないだろうか。

4）バレーボールを実施する上で不都合なこと

表16によれば，家庭婦人のスポーツ実践上，

日常生活で不都合なこととして各地区でトップ

表１６バレーボール実施上不都合なこと
(単位：％）

むしろ「不都合は全くない」（２６．０％）が示

すように，全般的に，家庭婦人のバレーボール

実践は，対人・対家族にとっても良好な形で営

まれているといってよいのではなかろうか。

1．家庭・社会的状況

出身は那覇市出身者が最も多く，全体の13％

近くを示し，県外出身者は総勢で18人，５．８％

の数値である。

家族構成は５人家族が最も多く，全体の３４．４
％である。

世代別の居住形態は，二世代家族が圧倒的

（８５．７％）で，三世代同居家族は著しく少ない。

家庭婦人バレーボールの実施者は，高校卒業

者が断然多く，短大や大学卒業者は比較的少な
いといえる。

専業主婦は全体の３４．１％で，パート労働を含

めた給与労働者は５０．７％を占めている。

要約

本研究の目的は，家庭婦人バレーボールの現状

の認識と，家庭婦人バレーボールを取り巻く家庭

・社会的状況，活動状況などを把握し，併せて今
後の課題を得ることであった。

主な結果を要約すると次の通りである。

－１５４－

墳弓ヨー型些匡 南部 那覇 中部 北部 離島 計

家事・育児がおろそかになりがち 1８．２ 12.2 6.3 4.7 14.3 9.6

仕事に支障をきたしがち 3.6 9.6 8.8 14-0 7.1 8.8

自分の自由な時間が持てない 1.8 4.5 7.1 7.0 1０．７ 6.0

一家団らんの機会が少ない 20.0 9.6 1０．９ 7.0 7.1 11.0

バレーボールと家庭の行事がか
ちあいがち

29.1 2ｑ５ 2２３ ２７．９ 14.3 ２２．５

出費がかさむ ０ 5.1 5.0 ０ 10.7 4.4

家族からの苦情がよくでる 5.5 4.5 5.5 9.3 3.6 5.4

友達づきあいが出来ない 1.8 2.6 １７ ０ 7.1 ２１

チーム・メートとのコート外で
の交際が多過ぎる

０ 1.9 2.5 4.7 0 2.1

その他 3.6 3.2 0.8 4.7 0 ２１

不都合は全くなし 16.4 26.3 29.0 20.9 25.0 26.0
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過去に経験したスポーツは，陸上競技が最も

多く，ソフトボールや卓球にも回答がある。

過去におけるバレーボールの経験は，中学・

高校時代が最も多く，全体の約65％を占めてい

る。

バレーボール歴は５年～６年が最も多く，次

いで７年～８年の順となっている。

バレーボールを始めて最も協力的になったの

は子供（７４．０％）で，夫（58.0％）・親（４８．６

％）も協力的になり対応の変化を見せている。

家族が実施している代表的なスポーツは，子

供・夫共に野球が顕著である。

家庭婦人のバレーボール実施者は，日常生活

も積極的で，他のスポーツや趣味・教養の向上

のための講座にも参加している人が多い。

ディナー・サービスの利用は「全く利用して

いない」が圧倒的である。

起床時刻は南部・北部では朝が早く，就床時

刻も早い。一方那網・離島・中部では比較的朝

が遅く，就床時刻も遅い傾向がある。

焦点を絞って研究してみたいと考えている。

謝辞

本研究の調査にあたり，沖縄県家庭婦人バレー

ボール連盟の多大など協力をいただいた。心から

感謝の意を表します。

注

注I）梅村清弘，スポーツ社会学－その樹想と展開一．

講談社，1973．ｐｐ６３－８８・

注2）高橋和敏・今村義正（編），社会体育とその指導，

東海大学出版会，1979．ＰＰ４－１１・

注3）梅村清弘，スポーツ社会学_その構想と展開－，

識談社，1973．ｐｐ２５９－６７・

注4）沖縄県家庭嫡人バレーボール連盟理事との談話か

ら

注5）佐伯聡夫（編)，「現代スポーツの社会学」菅原鐙

（監)，スポーツ社会学講座，第３巻，不昧堂出版，

1984.ｐ、３４．

注６）石川中・森沢康（編），健康哲学のすすめ，有斐

閣，1976．ｐｌ３０・

注7）佐伯聡夫（編），「現代スポーツの社会学」菅原鐙

（監），スポーツ社会学講座，第３巻，不昧堂出版，

1984．ｐｐｌ８９－２１０・

注8）佐伯聡夫（編），「現代スポーツの社会学」菅原漣

（監），スポーツ社会学講座，第３巻，不昧堂出版，

1984.ｐ,216．

注9）水野忠文・猪飼道夫・江橋慎四郎，体育教育の原

理，東京大学出版会，1973．ｐｐ､176-89．

注10）石川中・森沢康（編），健康哲学のすすめ，有斐

閣，1976.ｐ､207．

注11）黒田善雄（編），「スポーツの医学」，識座現

代のスポーツ科学．第３巻，大修館書店，ｌ９８ｑ

ｐｐ、１３－１６．

注12）波多野義郎，新しい健康づくり－現代人のフィッ

トネス理論-，日本ＹＭＣＡ同盟出版部，1978.ｐ、

１０９．

2．活動状況

バレーボールを始めた動機は「バレーボール

が好きだから」が最も多く，「ひまつぶし」・

「さびしいので」への回答は極めて低い数値と

なっている。

公式競技大会には，ほとんど全員が参加の体

験を持っている。

バレーボールの意義は「参加すること」に最

高率の回答を得た。一方バレーボールを実施し

ている主な理由は「健康の保持増進によい」・

「心身の若さを保つのによい」等をあげている。

バレーボール実施上で不都合なことは，ほと

んどみられないが，極く少数の人が「バレーボ

ールと家庭の行事がかちあいがち」の項目を支

持している。

今回の調査は，家庭婦人バレーボールの実施者

の現状把握を中心として考察を進めたが，家庭婦

人バレーボールの「実体」という点では充分な研

究を尽くすことが出来なかった。

今後は年齢別にみたバレーボール実施者，家庭

婦人バレーボール・チームのリーダーや指導者に
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